
研死林予定地内だけで5群,さらに隣接区への連

続した分布が確認されている｡F(日本型自然の代

表で,指圧適応にも舛味があるが,研死所から2

時間以内で別荘でき,すでに学生実習にも利用さ

れている｡これまで10次娃31人によるT,刷調充が

行われており,同日に8酢を観察するなど,避退

甲が拓く観察が容易なことも注目される｡lBOOヘ

クタール申98界が保安林で無血菜区,杯相は原始

林に近い｡個体識別も間近に行われるであろうし

予打がつきしだい,急速な研究の進展が期待でき

る｡

4.屋久島研究林 (候補地)

唯一の亜種であるヤクニホンザルが'さいきん

までf3-円に損密分布していたが'そのおもかげ

は砧の西北に残るのみ｡辛うじて保存されること

になった約1,800ヘクタールの峡祁地には'今 で

は稀少価値とな.,た照果樹林の代表的統生が見 ら

れ,9群以上が生息する｡昭和48年以後調査が行

われているが,とくに50年以降けいぞく観察が行

われ,餌づけされないニホンザルとしては'これ

まででもっとも精度の高い研究となってきた｡個

体識別もかなり進んでいる｡この丹重な研究地を

躍促し,安定した長期研究をつづけるため'研究

林としての体制穀僻が不可欠と考えられる｡

(川村俊戚)

大学 院学 生

昭和53年皮における京都大学理学研究科動物学

専攻盟長類分科の学生,指導教官および研死テー

マは次のとおりである｡

氏 名 学年 指導教官 研究テーマ

B!辺邦夫 D3 川村 俊哉 メンタウェイに生

息する霊長環に関

する比較社会学的

研究

菅原和孝 D3 河合 雅雄 ヒヒ頬の蛭間関係

についての社会学

的研究

雫石邦義 D3 川村 俊蔵 要員環の生博学的
研究

松村道- D3 久保田 競 忠良校の随忠巡動
の制m]におけるシ

ナプス槻榊の解析

B.S. D8 河合 雅雌 ニホンザルにおけ

グレワル る活動様式 と行動

の社会Lji闇苧

J･プル D3 川村 俊成 勘河原におけるニ

トン ホンザルの社会行

動および社会桐法

の分析

十川和博 D8･市債 位給 田投獄の納税タン

パクTIの分解均作

の研究

浜田生馬 D3 久保田 尻 皮質運動ニュIlロ
ンの準僻的活動の

研究

丸橋珠樹 D2 河合 雅堆 ヤクザルの社会生

態学的研究

森山昭彦 D2 高橋 健治 霊長煩のタンパク

分解辞素の性状の

研究

伊藤真一 Dl 久保田 氏 注意発現の神経槻

橋の研究

川本 芳 Dl 野揮 謙 退伝的変異よりみ

た霊長環の系統に

関する研究

小島哲也 Dl 宝伏 杓子 ニホンザルの個体

認知行動の突験的

分析

松本 穴 Dl 江原 昭斉 田長原の朝 ･顔面
鎖盃の形旧字的研

死

川合恭子 M2 近藤 四郎 E!長頬足骨に関す
る形態学的研究

船橋有畑 BM2 久保田 虎 スキルネスの神経

機構の研究

藤田和正 ■M2 重伏 靖子 ニホンザルの概念
.学習に関する実験

的研究

今井一郎 Ml 田中 二郎 沖抱県西表島にお
ける狩猟 ,漁扮,

探索

浜田 也 Ml 近藤 四郎 ニホンザルおよび
その他のマカクの

'形態形成

尾野次郎 Ml 河合 雅堆 ニホンザルの群に
おけるオトナオス

の役割
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肝臓ミクロソームの中性プロティナ-ゼ

に関する研究

十 川 和 博

細胞内における蛋白質の代謝回転,分泌蛋白質

の頗透過時におけるプロセシング等の現象におい

ては,従来知られているアテブシン頬以外の中性

プロティナーゼが重要な役割を演ずることが推定

されているにもかかわらず,現在まで.)ソゾ-ム

以外から由来するプロティナーゼに関する研究は

非符に少ない｡私はニホンザル肝臓のプロティナ

-ゼをカゼインを基質として検索した結果 ,今ま

で報告のない新しい中性プロテイナーゼを見出し

た｡史にラット肝臓における細胞内局在を調べ,

本酎累がミクロソーム分画に局在することを見出

した｡この際,微量の酵素活性を測定する必要に

i由られ,出光基質を用いた新しい高感度プロテイ

ナーゼ活性測定法を開発し,この研究に役立てた｡

またこれらの研究から本酵素はミクロソーム膜に

強く結合していることが予想された｡従来知られ

ているプロティナーゼのうら,生体膜に強く結合

したものは殆んどなく,大低は高張の塩浴液で抽

出される｡そこで膜に結合している意味を探るた

めにも'特異性等の性質の解明にも,本酵素の可

俗化,柄封が式要であると考え研究を進めた｡種

々の可溶化剤に対する挙動から,本静索は主に膜

と払い疎水結合で結合していることが判明した｡

捕掛 よ界面活性剤存在下で行なわねばならないこ

と,含虫が非常に低いことなどからむずかしく,

現在までのところ部分精製の段階でとどまってい

る｡本酵素は分子塁約88,000,セリンプロテイナ

ーゼの一種で,種々の阻苔利に対する挙動からキ

モトリプシン型に近いと推測された｡また金属イ

オンも活性発現に必要であると推測された｡通常

の蛋白基質ではカゼインの他二 ･三の蛋白質をよ

く分解し,ヒストンを最 もよく分解することは興

味深い｡本酵素の生理的役割について現在検討中

である｡

速度のはやい手首の随意運Jh時のサルの

錐体持細胞の活動

浜 田 生 馬

大脳皮質運動野の錐体路細胞は軸系を直接脊髄

に送っていることから,脊髄運動ニューロンの活

動をコントロールして運動の発現および制御に正

雪な役割を果たすと考えられる｡近年覚醒した動

物の脳から慢性的にニューロン活動を記録するこ

とが可維となり'錐体路細胞が運動の開始に先行

してスパイク発射活動の増加を示すことが見出さ

れている｡さらにこのスパイク発射活動の上別口が

運動に要する力の大きさ'および力の変化率と相

関を示すことがわかってきた｡しかし力以外の運

動のパラメーターとの関係についてはいまだ充分

な研究は行なわれておらず,また従来用いられた

動物に果するタスクも速度,加速度などとの関係

を調べるのには不適当なものであった｡

今回の実験は速い速度の随意運動をサルが行う

とき錐体路細胞の活動が速度,加速皮などのパラ

メーターとどのような関係を示すかを明らかにす

ることを目的とした｡そのためサルに一定の待ち

時間のあと手首の屈曲伸展運動をはやい速度で行

なうことを学習させ,この随意運動遂行rllのサル

の錐体路細胞の活動を記録した｡符に皮Ti内微少

電流刺激によって手首の運動のおこった領域から

記録された41個の錐体路細胞の活動についてくわ

しい解析を行ない,これらの半数 (20個)の細胞

の運動中のスパイク発射頻度が運動の速皮と有意

な相関を示すことを見出した｡他方遊動Utl始qUの

スパイク発射鎖皮は速度と有意な相関を示さなか

った｡ これらの結果からはやい速皮の随店主出動の

発現に関して'錐体路細胞は運動に用いられる特

定の筋肉を選択して活動させることに朗係してお

り,運動開始前には運動の速度の情軌 まスパイク

発射活動にはまだ含まれていないと結諭した｡

霊長類足 部骨格 の形 態と把握性

川 合 恭 子

霊長実削ま'樹上生活に適応することによって翌

長類になったと言われており,地上に進出した種

類においても,足の把握性は,多かれ少なかれ保

持されている｡この把握という観点から'E2長煩

の足部骨格を比較検討した｡異境頬14絹100個体

について,晒骨の足根骨 (鍾骨･距骨 ･舟状骨 ･

立方骨･第1-3喫状骨)及び,第1-5中足骨

を使い,角皮9項目と長さ15項目について計測を

行なった｡計測値より,第1中足骨と荊2中足骨

の対向する角皮,横アーチの大きさ,窮l中足骨
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のねじれ角,節2巾足付のねじれ角,邦8中足竹

97i拓･巾示教,耶3中足什艮･那1中足仲良比,

等を打出した｡その結果から,14屑を2つのグル

ープに分けることができる｡即ち,対向性が大き

く,横アーチが小さく,耶2巾足付のねじれ角が

大きく'耶8中足冊p7i柘･巾示教が大きく'第1

中足冊が相対的に長いタイプと,その反対のタイ

プである｡Hylobates'Sym phalar)gus'OorHla,

Pan'Lagothrix'Alouatta,Ateles は前者の

タイプであり,Cebus'Aotes'Macaca'Papjo,

Presbytis'Erythrocebusは後者のタイプであ

る｡ボスチャー及びロコモーション様式から見る

と,前者はclimbing (足で幹を握り体をpushす

る)とswingl'ng (足でのsuspensionを伴う)と

をよく行なうが,後者はそれらをあまり行なわな

い 仏shton&OxT)ard 1964)｡Cljmbjrlgとsw-

ingingでは'把握によって体重を支えるため'強

い把握力を必要とするが'このことは'さきの形

態特徴とよく合致する｡又,筋肉から見ても'把

握に使われるM･lJexordjgitorum ljbularis'

M.(lexordigjtorLm tibjalis,及び栂比に付

く筋の相対玉虫は前者のグループで重い (石田.

1972)｡更に,足全長に占める祉骨の長さの割合

が前者のグループで大きく,把握に有効である

(schultz 1963)｡
これらのことから,把握という槻能は,盟長原

の足の形態に,非常に重要な影響を与えていると

考えられる｡

ニホンザルにおける概念学習の実験的分析

一 条件性見本合わせ課題の学習の成立

と転移 一

藤 田 和 生

｢概念｣と呼ばれるものを動物の行動という面

から出え,実験的な分析を試みた｡行動分析学的

立場からは,｢概念｣は'動物がオペラント行動
を行なう際に,刺激間関係や,複数刺激の持つ共

通特性が,中一刺激と同様に弁別刺激となること'

と考えられる｡前者は関係の概念'後者は物の概

念と対応する｡

関係の概念については,従来'見本合わせ課題

の幼面で検討がなされ'忠良煩においてもいくつ

かの研死がある｡しかし,物の概念に関する研死

は組栢的に行なわれていない｡

そこで'本研死では,物の概念の分析として,

オスのニホンザル2p7iを披敬体とした条件性見本

合わせ深田の学習の成立と転移を検討した｡見本

刺激は'水平,垂直の緑図形で,それらに対して

連合すべき比較刺激は,鵠何字図形 (円,三印形),

又は自然物 (イモ,リンゴ)であった｡刺激はい

ずれもプロジェクターで照射された｡学習の成立

後'大きさ'背景,回転,形の4つの次元に沿っ

て変形させた比較刺激を用いて転移テストを行な

った｡その結果'①ニホンザルは条件性見本合わ

せ課題を習得できること｡㊥比較刺激の変化にも

かかわらず最終的には良好な転移を示したことか

ら'ニホンザルは規何字的な刺激であれ,自然的

な刺激であれ'それらの共通特性を弁別刺激とし'

ある特定図形に対してそれを連合し得ること｡◎

このような深田の場合には,幾何学図形と自然物

との間に差は出てこないこと｡④技術上の問題と

して,転移テスト時の反応の安定とテストの高感

受性を得るために'銭行中位での固定比率スケデ

ュールの操作が有効であること｡の4点が明らか

になった｡

現在'継続実験として'見本刺激と比較刺激を

入れ替え'◎で確認されたような連合が逆行可能

な迎合であるのかどうかについての分析が進めら

れている｡

何意運動発現における前頭前野ニューロ

ンの役割

船 橋 新太郎

運動の開始に先行して,あるいは'運動の実行

と関係して活動変化を示すニューロンが,タスク

遂行中のサル大脳皮質前鎖前野より'見出され,斑

点運動発現において,前頭前野が重要な役割を演

じていることが指摘されている｡しかし,このよ

うな活動変化が'遂行される運動のパラメーター

(超勤の方向,変位,速皮,力など)と,どのJ:

うな的係にあるのかは明らかではなかった｡運動

パラメーターの定_m的な分析が可能な運動タスク

を用いて約971前野ニ>-ロンの活動を分析した結

栄,ニューロン活動が,遂行される運動の方向や

変位と関係していることが見出された｡しかし'

このような活動は,特定のタスク実行時にのみ見
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られるものか,あるいは,遂行される運動にのみ

関係するのかは明らかではない｡.そこで'同一の

遊動を用いて異なる課題をサルに行なわせ,その

時の前頭前野子ユーロンの活動を記録し'両者の

比較を行った｡

サルは片方の手でハンドルを握 り,手首の屈伸

により,決められたスタート位置からEI捺位置ま

でハンドルを動かす｡ネクート位置,目標位置は

ランプで提示する｡課題は,単純な遅延反応 と,

避妊を伴う弁別課題の2種を用いた.弁別課題時

には,目榛位置は,スタート位置の真上にあるラ

ンプの色の相違 (赤又は緑)により提示した｡

各々の課題で'嘩延期のニューロンの活動を調

べたところ,活動変化の見 られないもの,屈伸両

方向ともに活動増加を示すもの'屈伸の方向によ

り活動の異なるものが見出された｡課題間で比較

したところ,有意な相違を示したものは少数 (2

/17)で,大部分は課題間で活動の相違は見られ

なかった｡

従って,このような前鎖前野ニューロンの活動

は,遂行される運動に関係し,課題のちがいによ

る変化は少ないことが示唆された｡

海 外 交 流

YayatRuhjyat(インドネシア)

Padjadjaran大学数学自然科学部学生助手

研究題目 ｢霊長頬の生態に関する研究｣

固守外国人留学生 ,研修員

昭和53年1月19日～昭和54年5月31日

Edy Brotoiswaro (インドネシア)

padjadjaran大学生態学研究所,研究員

研究題目 ｢霊長頬の比較社会学的研究'とくに

ヤセザル類について｣

日本学術振興会外国人招へい学者

.昭和53年4月24日～昭和54年6月15日

AmsirBakar (インドネシア)

アンダラス大学理学部講師

研究項目 ｢霊長煩下顎骨の性的二塾の形態学的

研究｣

国現外国人留学生 '研修員

昭和52年1月8日～昭和53年7月31日

日本学術振興会発展途上国科学協力事業 ･外国

人招へい学者
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ChristianVogel (ドイツ連邦共和国)

OldtIjngen大学人煩字数壷主任

研究題目 ｢①ニホンザルの野外観察 ･生態学 ･

社会行動学的観点から｡㊥各研究所

大学における各陸講硫 ･特別講義 ･

ゼ ミナール等,霊長煩学 ･人類学の

情報交換｣

外国人研究員,客員教授

昭和53年8月10日-1明 9日

Shiv RajKumarChopra (インド)

Pulljab大学人類学教室主任教授

･研究題目 ｢古霊長筋学および人煩進化｣

外国人研究員,客員教授

所 内観話会

昭和53年度には所内談話会が7回開催された｡

以下に演者と演題を記す｡

1.第63回 5月13日 (土)

昭和52年度科研貿海外学術調査南米調査隊帰

朝報告会｡ 近藤 四郎

渡辺 毅

勅戸口烈司

伊沢 拡生 (JMC)
西郎 埼蓬 (同志社大)

2.第61回 6月7日 (水)

帰朝報告

UniversityofCaliforniaと
OregonRegionalPrimate
ResearchCen亡er .

税

別

正

酒

井

崎

酒

熊

3.第65回 9月13日 (水)

ジャワ原人の発抽 相 見 鵬

4.第66回 10月11日 (水)

TheLangurPopulationof
Jodhpur(Rajasthan,India)
Chris亡ianVogel (ゲッティンゲンカ

5.第67回 11月14日 (火)

インドネシアの文化紹介

AmsirBalくar(アンダラス大)

6.第68回 1月19日 (金)
冠状血管の生理学 - カリフォルニア大学よ

り帰国して一一 日 片 文 夫

7.第69回 2月7日 (水)

束アフリカ遊牧民の生活 - スライ.ド供覧一

田 中 二 郎


